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Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
　
　
田
　
　
直
　
　
作

　
　
　
　
　
　
　
二
　
政
治
的
結
社
と
し
て
の
致
公
堂

　
困
堂
会
の
政
治
的
役
割
＝
上
述
す
る
と
こ
ろ
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
各
都
市
の
唐
人
指
の
成
立
し
た
秘
密
結
社
組
織
と
し
て
の
堂

会
が
、
反
社
会
的
な
賭
博
・
阿
片
・
脅
迫
・
密
入
国
等
の
不
正
諸
事
業
の
経
営
に
堕
し
、
勢
力
範
囲
争
い
の
堂
斗
を
繰
り
返
し
て
い

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
だ
が
、
堂
会
の
う
ち
で
も
致
公
堂
の
ご
と
き
は
辛
亥
革
命
に
際
し
て
、
政
治
的
に
顕
著
な
役
割
を
果
し

て
い
た
こ
と
を
み
す
ご
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
ア
メ
リ
カ
の
堂
会
の
み
な
ら
ず
、
本
国
か
ら
海
外
の
東
南
ア
ジ
ア
地
域
に
成
立
を
み
て
い
た
洪
門
系
の
秘
密
結
社
、
そ
の
他
本
国

の
長
江
流
域
に
お
け
る
「
哥
老
会
」
、
華
北
に
お
け
る
「
白
蓮
会
」
の
ご
と
き
秘
密
結
社
の
何
れ
も
は
反
宮
的
・
排
外
的
、
ひ
い
て

　
　
　
三
藩
市
唐
人
街
の
社
会
構
造
丙
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は
諸
革
命
運
動
に
お
い
て
も
常
に
有
力
に
参
加
し
て
い
た
。
本
国
で
あ
れ
、
海
外
で
あ
れ
、
中
国
人
社
会
に
普
遍
的
存
在
と
さ
え
な

っ
て
い
る
秘
密
結
社
組
織
に
ふ
れ
な
い
で
は
、
中
国
の
政
治
的
諸
問
題
の
害
体
は
十
分
に
理
解
し
え
な
い
と
い
っ
て
差
支
え
な
い
。

　
洪
門
系
の
天
地
会
・
三
合
会
・
三
点
会
等
の
秘
密
結
社
が
ｒ
そ
の
成
立
の
起
源
が
清
初
の
康
煕
年
間
（
一
六
六
二
－
一
七
二
二
）
か
、

乾
隆
年
間
（
一
七
三
六
－
一
七
九
五
）
い
、
康
熙
十
三
年
（
一
六
七
四
）
か
、
康
熙
五
十
三
年
（
一
七
一
四
万
か
、
諸
説
紛
々
と
し
て
明

確
に
さ
れ
が
た
い
が
、
何
れ
に
も
せ
よ
少
林
寺
焚
焼
に
よ
る
成
立
動
機
か
ら
し
て
、
反
清
復
明
を
意
図
す
る
政
治
的
秘
密
結
社
で
あ

っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
宗
教
儀
式
は
民
間
信
仰
と
し
て
の
仏
教
・
道
教
の
混
成
宗
教
=

S
y
n
c
r
e
t
i
s
m
の
形
式
を
採
用
し
て
い
る
が
、
祭
神
が
少
林
寺
焚
焼

後
、
反
清
運
動
に
倒
れ
た
前
・
後
五
祖
と
、
三
国
時
期
漢
室
再
興
を
は
か
っ
た
桃
園
結
義
の
英
雄
の
関
帝
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、

反
官
的
、
革
命
的
組
織
と
し
て
の
骨
格
を
保
持
し
て
い
る
。

　
だ
が
、
現
害
的
に
は
そ
れ
ら
の
秘
密
結
社
が
反
社
会
的
諸
事
業
を
経
営
す
る
人
的
多
数
集
団
企
業
に
堕
し
て
い
る
こ
と
は
前
述
し

た
通
り
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
堂
会
の
み
に
と
ど
ま
ら
な
い
で
、
本
国
や
、
東
南
ア
ジ
ア
の
秘
密
結
社
に
も
共

通
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
太
平
天
国
の
乱
の
討
伐
軍
隊
の
復
員
解
散
他
、
失
業
軍
人
達
が
組
織
し
て
い
っ
た
と
い
わ
れ
る
揚
子
江

流
域
の
湖
南
省
か
ら
四
川
省
方
面
を
勢
力
範
囲
と
し
て
い
た
「
哥
老
公
」
=

K
o

L
a
o
H
u
i
｡B
r
o
t
h
e
r
s
'

S
o
c
i
e
t
y
に
つ
い
て
み
て

も
、
そ
の
経
常
的
収
入
は
阿
片
窟
・
賭
博
・
妓
館
・
武
器
・
ガ
ソ
リ
ン
等
の
禁
制
品
取
引
と
、
米
穀
そ
の
他
の
市
場
卸
売
取
引
に
課

し
て
い
る
税
徴
収
等
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
哥
老
公
自
体
以
外
の
会
員
経
営
の
阿
片
窟
か
ら
も
一
定
の
収
入
を
確
保
し
て
い
た
。
ま

た
、
哥
老
会
の
流
れ
を
汲
む
と
い
わ
れ
る
揚
子
江
下
流
域
の
輸
送
業
者
集
団
の
青
祭
（
ま
た
の
名
、
安
慶
輩
・
清
帑
）
や
、
太
平
天
国

の
乱
を
平
定
し
た
曽
国
藩
の
湘
勇
（
湘
南
の
義
勇
兵
）
の
解
散
に
と
も
な
い
土
匪
化
し
た
集
団
の
紅
司
と
も
同
様
、
組
織
的
に
内
河
交
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通
の
要
衝
で
旅
人
・
商
人
達
か
ら
の
出
捐
を
強
制
し
て
い
句

　
同
様
の
こ
と
は
、
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ボ
ル
ネ
オ
の
ポ
ン
チ
ア
ナ
に
お
け
る
金
鉱
区
の
飲
沢
以
外
（
大
唐
総
長
・
羅
芳
伯
）
、
マ
ラ

ヤ
の
錫
鉱
区
に
お
け
る
義
興
公
司
、
海
山
公
司
（
頭
宗
、
葉
阿
石
）
、
葉
氏
公
司
（
甲
必
丹
、
葉
阿
来
）
等
の
場
合
に
も
共
通
し
て
い

た
。
賭
館
・
妓
館
・
煙
館
の
経
営
、
酒
税
・
質
税
の
収
税
請
負
か
ら
し
て
、
鉱
山
苦
力
労
働
者
達
か
ら
そ
の
血
汗
を
収
奪
し
て
、
こ

れ
ら
の
広
県
系
の
噺
孵
達
乙
ｙ
条
１
は
雄
厚
な
公
司
資
本
を
形
成
し
て
い
た
。
　
ペ
ナ
ン
の
福
建
偕
の
苦
力
順
仙
胆
謳
匹
場
合

に
つ
い
て
も
か
わ
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。

　
右
の
ご
と
く
共
通
し
て
反
社
会
的
諸
事
業
を
経
営
し
な
が
ら
も
、
そ
の
内
部
組
織
に
は
下
層
労
働
者
・
失
業
者
達
、
ひ
い
て
は
商

人
層
相
互
間
の
家
族
的
父
子
兄
弟
と
し
て
の
擬
制
的
家
族
関
係
と
、
徹
底
し
た
相
互
扶
助
制
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
避
難
者
に
対
し

て
は
相
互
の
符
牒
で
仲
間
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
て
救
済
す
る
。
前
仇
旧
恨
に
は
復
讐
し
、
旅
費
の
な
い
場
合
は
偕
助
し
、
寄
銀
は

誤
り
な
〈
保
管
す
る
。
兄
弟
の
財
物
を
私
し
、
そ
の
貨
物
を
不
当
強
買
し
て
は
な
ら
ず
、
官
訟
に
は
必
要
な
援
助
を
与
え
、
賭
博
場

で
は
兄
弟
の
銭
財
を
詐
取
し
て
は
な
ら
な
い
。
士
農
工
商
各
々
一
芸
を
も
っ
て
洪
門
に
入
れ
ば
忠
心
義
気
を
先
と
し
、
同
一
身
体
の

手
足
の
ご
と
く
に
し
て
彼
此
差
別
し
て
は
な
ら
な
い
。
他
日
起
義
の
と
き
は
軍
犬
糧
草
を
支
弁
し
て
反
清
復
明
に
協
力
し
、
五
祖
火

焼
の
仇
に
報
い
る
。
も
し
、
洪
門
の
結
義
に
背
く
と
き
は
万
刀
の
も
と
に
生
命
を
賭
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
等
、
天
地
合
の
場
合
に

つ
い
て
は
、
そ
の
三
十
六
誓
・
二
十
一
則
・
十
禁
・
十
戒
に
よ
り
き
び
し
く
律
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
有
力
な
姓
氏
団
体
を
結
成
し
え
な
か
っ
た
弱
姓
の
血
縁
関
係
の
な
い
下
層
労
働
者
達
が
、
家
族
制
度
に
擬
し
た
仲
間
道
徳
を
も
っ

て
、
豪
侠
義
気
の
徒
を
「
香
主
」
、
も
し
く
は
「
堂
頭
」
と
し
て
秘
密
結
社
、
い
わ
ゆ
る
「
会
党
」
が
各
地
に
江
湖
を
天
下
一
家
と

し
て
成
立
を
み
て
い
た
。
反
社
会
的
諸
事
業
を
経
営
し
な
が
ら
も
、
内
部
的
に
は
相
互
扶
助
団
体
と
し
て
同
姓
の
自
然
村
落
、
も
し
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く
は
姓
氏
団
体
と
同
様
な
仲
間
的
兄
弟
関
係
が
支
配
し
て
い
た
。

　
根
岸
佶
博
士
が
中
国
の
商
事
組
合
「
合
股
」
を
論
ぜ
ら
れ
る
に
際
し
て
、
「
合
股
の
人
的
関
係
の
淵
源
を
き
わ
め
な
い
で
こ
れ
を

単
純
な
商
事
組
合
と
し
て
し
ま
う
の
は
誤
り
で
あ
る
。
合
股
は
家
族
制
度
を
移
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
血
縁
の
な
い
も
の
が
家
族
に

な
ら
っ
て
組
合
、
ナ
な
わ
ち
社
を
つ
く
る
の
と
異
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
。
社
に
は
家
族
道
徳
に
擬
し
た
仲
間
道
徳
な
る
も
の
行

わ
れ
る
ご
と
く
、
合
股
に
も
ま
た
こ
れ
を
同
じ
〈
商
人
道
徳
な
る
も
の
行
わ
れ
る
。
合
股
に
は
協
同
体
社
会
性
あ
り
と
い
っ
て
差
支

え
な
い
。
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
反
社
会
的
事
業
団
体
と
し
て
の
秘
密
結
社
に
つ
い
て
も
妥
当
す
る
と
い
え
よ

う
。
た
だ
、
大
清
律
例
で
「
会
党
」
と
し
て
非
合
法
的
に
取
扱
わ
れ
て
い
た
こ
れ
ら
の
秘
密
結
社
が
、
反
清
復
明
の
革
命
的
企
図
を

内
包
し
、
容
易
に
政
治
的
団
体
と
し
て
変
質
化
し
、
発
展
す
る
可
能
性
を
内
包
し
て
い
る
点
に
お
い
て
、
事
情
は
大
い
に
相
違
す

る
。
そ
れ
だ
け
に
、
マ
ラ
ヤ
で
も
、
一
八
八
二
年
に
危
険
社
団
条
例
=
D
a
n
g
e
r
o
u
s

S
o
c
i
e
t
i
e
s
O
r
d
i
n
a
n
c
e
を
公
布
し
、
一
八
九

〇
年
に
は
洪
門
系
諸
団
体
は
公
共
秩
序
へ
の
脅
威
で
あ
る
と
し
て
解
散
を
要
求
さ
れ
旭
。

　
秘
密
結
社
と
し
て
の
堂
会
や
、
公
司
に
は
二
元
主
義
が
支
配
し
て
い
る
。
反
社
会
的
事
業
経
営
に
よ
る
不
正
収
入
も
、
内
部
的
仲

間
の
救
済
、
共
通
地
盤
に
た
つ
仲
間
組
織
へ
の
救
援
、
反
官
的
、
排
外
的
、
革
命
的
起
義
に
際
し
て
は
一
切
の
資
金
と
力
量
を
あ
げ

て
た
ち
あ
が
る
た
め
の
必
要
悪
と
し
て
肯
定
さ
れ
、
不
正
と
正
、
対
内
道
徳
と
対
外
道
徳
の
背
反
の
両
立
を
み
て
い
る
。
安
良
堂
の

堂
頭
の
司
能
美
堂
=
b
e
t
o

M
e
i
-
t
a
n
g
（
広
東
省
開
平
県
人
、
1
8
6
6
-
1
9
5
5
）
も
、
平
素
は
ア
メ
リ
カ
人
か
ら
「
吝
嗇
鬼
」
と
名
づ
け
ら

れ
て
い
て
も
ヽ
起
義
や
危
機
に
際
し
て
一
挙
に
巨
款
の
支
出
も
圧
わ
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
句
堂
会
資
本
家
固
有
の
企
業
家
精
神

と
も
い
え
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
態
度
か
ら
し
て
、
堂
会
や
公
司
が
、
光
棍
（
無
頼
漢
）
の
集
団
で
あ
り
な
が
ら
も
、
清
末
か
ら
現
在
に
い
た
る
ま
で
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政
治
的
に
多
彩
、
か
つ
有
力
に
登
場
し
て
く
る
。
そ
の
著
例
と
し
て
は
、
洪
秀
全
（
嘉
応
州
花
県
人
、
客
家
）
の
太
平
天
国
の
乱
、

　
（
一
八
五
〇
－
一
八
六
四
）
、
い
わ
ゆ
る
「
長
毛
造
反
」
に
際
し
て
、
清
史
稿
に
は
上
帝
会
の
ま
た
の
名
は
三
点
会
（
三
合
会
）
と
し

て
い
る
こ
と
は
誤
り
と
し
て
粕
ヽ
三
合
会
恒
子
が
上
帝
会
に
吸
収
さ
れ
ヽ
ま
た
ヽ
一
八
五
三
年
太
平
天
国
が
南
京
を
都
と
定
め
た
と

き
、
上
海
の
小
刀
会
（
天
地
会
、
洪
門
系
の
一
支
流
）
が
広
東
人
の
対
麗
川
を
首
領
と
し
て
、
上
海
の
埠
頭
工
人
・
塩
民
こ
漁
民
・
破

産
農
民
を
領
原
し
て
上
海
県
城
を
占
拠
し
、
一
七
カ
月
に
も
わ
た
っ
て
、
太
平
天
国
に
呼
応
し
て
い
恥
。

　
ボ
ル
ネ
オ
の
マ
ソ
ド
ー
ル
に
蘭
芳
大
総
制
共
和
国
（
一
七
七
七
Ｉ
一
ハ
ハ
○
）
を
成
立
せ
し
め
て
い
た
蘭
芳
公
司
の
大
唐
総
長
の
羅

芳
伯
（
広
東
省
嘉
応
州
梅
県
、
客
家
）
も
、
三
点
会
の
老
大
哥
で
あ
っ
心
。
サ
ラ
ワ
ク
で
は
太
平
天
国
の
乱
か
ら
避
難
し
て
き
た
天
地

公
党
の
義
興
公
司
が
、
一
八
五
七
年
イ
ギ
リ
ス
側
の
支
配
者
ゼ
ー
ム
ス
・
ブ
ル
ー
ク
=
J
a
m
e
s

B
r
o
o
k
e
か
ら
一
時
政
権
を
奪
取
し

た
事
件
が
あ
フ
印
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゛
？

　
イ
ギ
リ
ス
が
一
九
世
紀
後
半
の
不
干
渉
政
策
=
i
N
o
n

i
n
t
e
r
v
e
n
t
i
o
n

r
o
l
i
c
y
を
一
擲
し
て
、
マ
ラ
ヤ
の
奥
地
を
植
民
地
と
す
る

に
い
た
ら
し
め
た
ペ
ラ
州
の
錫
鉱
区
を
め
ぐ
る
械
斗
（
一
八
六
二
・
一
八
七
四
）
を
展
開
し
た
義
興
・
海
山
の
両
公
司
も
洪
門
系
の
三

点
会
で
あ
っ
勺
　
一
九
〇
〇
年
の
義
和
団
事
件
に
お
け
る
扶
潰
滅
洋
の
拳
匪
も
白
蓮
会
系
の
会
党
で
あ
っ
勺
さ
ら
に
ヽ
辛
亥
革
命

　
（
一
九
一
一
・
一
〇
・
一
〇
）
に
際
し
て
は
、
揚
子
江
流
域
の
哥
老
会
や
、
華
南
の
三
合
会
の
ほ
か
に
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
洪
門
系

致
公
堂
が
有
力
に
参
画
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
以
下
に
詳
説
す
る
。
そ
の
後
、
一
九
二
七
年
四
月
一
二
日
蒋
介
石
の
北
伐
軍
に

呼
応
し
た
上
海
の
戴
射
（
哥
老
会
友
派
）
の
杜
月
笙
・
張
鏡
湖
・
黄
金
栄
達
の
組
織
し
た
「
共
進
会
」
に
よ
る
中
国
共
産
党
員
の
粛

清
、
つ
い
で
一
二
八
事
変
、
七
七
全
面
抗
日
戦
に
お
け
る
便
衣
隊
、
游
撃
隊
組
織
に
よ
る
抗
敵
に
も
共
進
会
は
顕
著
な
役
割
を
果
た

し
て
い
心
。
上
例
に
も
明
ら
か
に
さ
れ
る
よ
う
に
、
洪
門
県
会
党
、
そ
の
他
の
秘
密
結
社
は
対
外
的
に
反
社
会
的
と
み
ら
れ
る
場
合
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も
あ
る
が
、
対
内
的
に
は
相
互
扶
助
団
体
で
あ
り
、
ま
た
政
治
的
結
社
と
し
て
変
質
す
る
可
能
性
を
多
分
に
内
包
し
て
い
た
。

　
孫
文
は
「
中
国
人
は
す
べ
て
貧
で
あ
っ
て
、
貧
富
の
均
し
く
な
い
の
は
、
大
貧
と
小
貧
の
差
に
す
ぎ
な
い
、
大
資
本
家
も
外
国
の

資
本
家
に
比
較
す
れ
ば
、
小
鼓
に
し
か
ナ
ぎ
な
い
。
」
と
述
べ
て
い
る
ご
と
く
、
大
貧
の
下
層
の
農
民
・
労
働
者
層
を
主
体
と
し
、

せ
い
ぜ
い
小
貧
の
商
人
層
を
も
ふ
く
め
て
結
成
さ
れ
る
秘
密
結
社
、
も
し
く
は
会
党
は
清
末
の
反
清
復
明
、
辛
亥
革
命
の
前
後
か
ら

一
九
一
九
年
の
五
四
運
動
後
の
共
産
主
義
運
動
を
通
じ
て
、
中
国
政
治
運
動
の
三
大
潮
流
、
す
な
わ
ち
「
国
民
党
」
と
「
中
国
共
産

党
」
と
な
ら
ん
で
、
「
会
党
」
は
両
者
の
前
駆
的
存
在
と
し
て
き
わ
だ
っ
た
影
響
力
を
保
持
し
て
い
た
。

　
ア
メ
リ
カ
の
諸
堂
会
の
う
ち
、
右
の
顕
著
な
例
は
「
致
公
堂
」
の
場
合
で
あ
っ
た
。
致
公
堂
は
そ
の
他
の
堂
会
と
同
じ
く
、
設
立

の
当
初
は
反
社
会
的
諸
事
業
の
経
営
に
終
始
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
が
、
本
世
紀
初
頭
の
国
民
革
命
運
動
に
際
し
て
、
政
治
的
結
社

と
し
て
辛
亥
革
命
の
成
功
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
さ
ら
に
、
戦
後
中
共
革
命
の
成
立
を
み
た
後
に
お
い
て
も
、
安
良
堂
の
領
袖

司
徒
美
堂
に
よ
っ
て
「
致
公
堂
」
は
「
致
公
党
」
に
改
組
さ
れ
て
、
今
日
で
は
中
華
人
民
共
和
国
政
府
に
参
与
す
る
「
各
民
主
党
派
」

の
う
ち
に
参
加
し
て
い
る
。

　
以
下
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
唐
人
街
の
か
っ
て
の
堂
斗
の
く
り
か
え
さ
れ
た
ス
ポ
ッ
フ
ォ
ー
ド
裏
町
=
　
S
p
o
f
f
o
r
d

A
l
l
e
y
に

本
部
を
お
く
「
致
公
堂
」
が
、
清
末
か
ら
中
共
革
命
実
現
に
い
た
る
ま
で
展
開
し
た
そ
の
多
彩
な
政
治
的
側
面
の
活
動
に
つ
い
て
概

観
し
よ
う
。

　
致
公
堂
と
孫
文
＝
‥
先
に
中
国
人
社
会
に
血
縁
・
地
縁
の
自
然
的
人
的
結
合
関
係
の
支
配
す
る
こ
と
以
外
に
、
地
方
的
な
特
性
を
も
つ

豪
侠
義
気
の
秘
密
会
党
が
各
地
に
遍
在
し
、
政
治
的
団
体
と
し
て
も
機
能
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
中
国
革
命
の
元
勲
の
孫
文
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（
広
東
省
香
山
（
現
名
、
中
山
）
県
翠
享
村
人
、
字
、
逸
仙
、
号
、
中
山
、
日
本
名
、
中
山
樵
、
1
8
6
6
-
1
9
2
5
）
　
^
ま
た
辛
亥
革
命
（
一
九
一
一
）

に
お
よ
ぶ
民
族
主
義
運
動
の
実
践
に
お
い
て
、
血
縁
・
地
縁
関
係
と
会
党
の
ご
と
き
右
の
よ
う
な
中
国
人
社
会
の
伝
統
主
義
的
凝
集

力
に
制
約
さ
れ
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。

　
孫
文
の
父
「
道
川
」
は
客
家
=
H
a
k
k
a
s
｡

o
r
K
k
e
s
で
あ
っ
た
が
、
母
の
楊
氏
は
纒
足
を
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
か
ら
、
客
家

出
身
で
な
〈
、
本
地
=
　
P
u
n
t
i
s
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
「
客
家
」
の
別
名
が
「
山
地
」
と
い
わ
れ
る
通
り
、
孫
文
は
跣
足
で
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�

地
に
働
く
農
夫
の
子
で
あ
っ
た
。

　
郷
土
で
展
開
さ
れ
た
英
清
間
阿
片
戦
争
（
一
八
三
九
－
一
八
四
一
）
、
洪
秀
全
（
客
家
、
広
東
省
嘉
応
州
花
県
人
、
1
8
1
3
-
1
8
6
4
）
の
太

平
天
国
の
乱
（
一
八
五
〇
―
一
八
六
国
）
、
客
家
と
本
地
と
の
間
の
械
斗
の
西
路
事
件
（
一
八
五
二
ー
一
八
六
七
）
等
の
動
乱
直
後
に
育
つ

た
だ
け
に
、
早
〈
か
ら
民
族
意
識
や
土
地
改
革
の
気
風
の
洗
礼
を
う
け
て
い
た
。

　
彼
が
致
公
堂
と
中
国
革
命
同
盟
会
の
綱
領
、
さ
ら
に
三
民
主
義
の
う
ち
の
民
生
主
義
に
「
耕
者
有
其
田
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と

に
、
地
権
平
均
の
土
地
改
革
思
想
を
と
り
い
れ
た
の
も
、
ロ
シ
ヤ
共
産
党
の
戦
術
を
受
け
い
れ
た
と
い
う
解
釈
よ
り
ご
四
、
郷
里
に
お

け
る
山
地
に
居
住
す
る
後
来
の
「
客
家
」
が
耕
地
を
め
ぐ
っ
て
、
先
住
の
「
本
地
」
と
の
間
に
は
て
し
な
い
械
斗
を
く
り
か
え
し
て

い
た
「
山
地
」
と
し
て
の
立
場
を
反
映
す
る
も
の
と
解
釈
し
た
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
嘉
応
州
客
家
出
身
の
洪
秀
全
の
太
平
天
国
の
「
天
朝
田
畝
制
度
」
に
お
い
て
、
土
地
の
均
分
に
よ
る
封
建
的
土
地
制
度
改
革
方
式

の
打
ち
だ
さ
れ
て
い
た
の
も
、
同
様
な
客
家
の
立
場
に
よ
る
も
の
と
い
っ
て
差
支
え
な
い
。
太
平
天
国
の
乱
が
本
地
と
の
対
立
の
は

げ
し
い
広
東
省
を
さ
け
て
、
広
西
省
か
ら
北
上
し
て
湖
南
省
で
多
数
の
追
随
者
を
獲
得
し
、
動
乱
の
拡
大
を
み
た
こ
と
は
、
後
年
孫

文
の
「
耕
者
有
其
田
Ｌ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
湖
南
省
出
身
の
毛
沢
東
の
農
業
革
命
方
式
に
踏
襲
さ
れ
、
湖
南
省
の
農
民
運
動
を
起
点
と
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し
て
、
そ
の
他
の
毛
沢
東
路
線
の
発
展
を
み
て
い
っ
た
コ
ー
ス
と
も
、
両
者
に
多
少
の
共
通
点
が
み
い
だ
さ
れ
る
。
「
天
下
の
事
に
任

ぜ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
必
ず
本
郷
よ
り
起
る
。
」
と
の
寧
波
財
閥
領
袖
の
虞
洽
卿
が
述
べ
た
ご
と
佃
、
中
国
に
お
け
る
諸
革
命
の
発
想

も
、
常
に
各
指
導
者
の
郷
土
の
事
情
に
大
き
〈
左
右
さ
れ
て
い
た
。

　
孫
文
の
二
人
の
叔
父
達
は
翠
享
村
か
ら
の
、
最
初
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
移
民
の
一
行
と
し
て
で
か
け
、
つ
づ
い
て
孫
文
よ
り
十
五

才
年
長
の
兄
孫
眉
（
字
、
徳
彰
、
号
、
寿
屏
）
は
早
く
か
ら
ハ
ワ
イ
に
渡
航
し
、
マ
ウ
イ
島
に
約
一
、
〇
〇
〇
エ
ー
カ
ー
の
山
地
を
も

ち
、
種
植
牧
畜
に
従
事
し
、
積
資
数
万
に
達
し
て
い
た
。
孫
文
が
十
四
才
の
一
八
七
九
年
に
帰
郷
し
た
際
、
た
だ
一
人
の
弟
と
し
て
の

孫
文
は
母
と
と
も
に
、
兄
の
あ
と
を
追
っ
て
沢
際
を
出
帆
し
た
。
ハ
ワ
イ
で
は
三
年
間
国
教
派
の
イ
オ
ラ
ニ
学
校
=
i
o
l
a
n
i

C
o
l
l
e
g
e

に
就
学
し
た
。

　
中
山
県
（
旧
名
、
香
山
県
）
か
ら
の
出
身
音
達
は
一
九
世
紀
初
頭
か
ら
白
檀
香
の
産
地
と
し
て
の
檀
香
山
に
進
出
し
、
孫
文
の
渡
航

し
た
頃
は
蔗
糖
業
の
華
工
は
一
二
、
○
○
○
人
に
増
加
に
四
、
か
つ
ハ
ワ
イ
の
華
僑
人
口
比
（
一
八
八
四
年
度
、
二
二
・
二
％
）
も
最
高

位
に
あ
っ
沁
。
本
橋
日
、
第
二
節
に
既
述
の
通
り
今
日
の
ハ
ワ
イ
華
僑
（
一
九
六
〇
年
度
、
三
八
、
一
九
七
人
）
の
約
七
割
は
中
山
県

出
身
者
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
三
大
華
僑
団
体
は
、
中
山
同
郷
会
（
一
九
五
〇
年
設
立
）
、
四
邑
会
館
（
一
八
九
七
年
設
立
）
、
崇
正
会
（
旧
名
人
和

会
館
、
客
家
系
、
一
九
二
五
年
設
立
）
で
あ
っ
て
、
そ
の
う
ち
最
大
規
模
の
も
の
は
中
山
同
郷
会
で
あ
る
。
中
山
同
郷
会
の
下
部
団
体

に
は
、
隆
都
従
善
堂
（
中
山
県
第
二
区
、
一
八
九
一
年
設
立
）
、
良
都
会
館
（
中
山
第
一
区
）
、
得
都
会
館
（
中
山
県
得
都
）
、
四
大
都
会
館

　
（
中
山
県
四
部
お
よ
び
大
都
）
、
恭
常
都
会
館
（
中
山
県
第
六
・
七
区
）
、
そ
の
他
「
谷
都
三
郷
同
郷
会
」
、
「
翠
享
同
郷
会
」
等
が
あ
っ
て
、

い
づ
れ
も
中
山
同
郷
会
に
先
だ
っ
て
成
立
を
み
て
い
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
も
中
山
県
出
身
者
達
は
「
陽
和
会
館
」
を
組
織
し
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て
、
既
述
の
通
り
七
公
司
の
う
ち
「
寧
陽
会
館
（
台
山
県
出
身
）
、
「
肇
慶
会
館
」
（
肇
慶
府
出
身
）
に
つ
い
で
、
中
位
を
占
め
て
い
る
。

（
本
誌
第
二
一
号
所
載
、
本
稿
日
‥
、
第
一
Ｏ
五
頁
）
。

　
孫
文
に
と
っ
て
は
当
時
の
ハ
ワ
イ
は
、
血
縁
・
地
縁
の
関
係
か
ら
観
察
し
て
も
、
ま
さ
に
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ソ
ド
に
ひ
と
し
い
も
の

が
あ
っ
た
。
一
八
八
三
年
帰
国
後
か
ら
辛
亥
革
命
（
一
九
一
一
）
に
い
た
る
ま
で
、
一
八
八
四
年
・
一
八
九
四
年
・
一
八
九
六
年
・
一

九
〇
三
年
・
一
九
一
〇
年
と
五
た
び
も
歴
訪
し
て
い
る
こ
と
が
言
肯
さ
れ
る
。
孫
文
の
辛
亥
革
命
に
お
け
る
指
導
力
は
主
と
し
て
ア

メ
リ
カ
華
僑
の
資
金
的
援
前
に
負
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
ハ
ワ
イ
を
起
点
と
し
て
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
差
支
え
な
い
。

　
一
八
八
三
年
帰
国
後
、
翌
一
八
八
四
年
に
香
港
の
ク
ウ
ィ
ー
ソ
ズ
・
カ
レ
ッ
ヂ
に
入
学
、
つ
い
で
一
八
八
六
年
に
広
州
の
広
済
医

学
校
、
一
八
八
七
年
に
は
香
港
医
学
校
=
H
o
n
g

K
o
n
g
M
e
d
i
c
a
lS
c
h
o
o
l
に
入
学
、
同
校
に
五
ヵ
年
在
学
後
医
学
博
士
の
資
格

を
獲
得
し
て
、
澳
門
で
開
業
し
た
。
こ
の
広
州
・
香
港
・
澳
門
時
代
に
お
い
て
、
そ
の
交
友
の
多
く
は
会
党
分
子
で
あ
っ
た
。
一
八

八
五
年
の
越
南
新
約
に
よ
り
、
安
南
が
フ
ラ
ン
ス
の
保
護
領
に
帰
す
る
と
と
も
に
、
民
族
意
識
を
つ
よ
め
て
い
っ
た
。
広
済
医
学
校

に
在
学
中
の
交
友
に
、
三
合
会
員
で
豪
侠
の
青
年
鄭
士
良
（
字
、
弼
臣
）
が
お
り
、
一
八
九
二
年
に
お
よ
ん
で
、
鄭
士
良
等
の
三
合

会
勢
力
を
背
景
に
、
漸
進
的
平
和
手
段
で
専
制
政
治
か
ら
立
憲
政
体
へ
の
政
治
的
改
革
害
現
を
綱
領
と
す
る
新
会
党
と
し
て
の
「
興

中
会
」
を
結
成
し
た
。

　
孫
文
の
政
治
的
活
動
は
こ
の
段
階
で
は
、
上
層
の
士
大
夫
官
僚
層
よ
り
も
、
専
ら
中
国
民
間
下
層
社
会
の
血
縁
・
地
縁
・
会
党
の

伝
統
主
義
的
基
盤
の
上
に
推
進
さ
れ
て
い
た
。
一
八
九
四
年
日
清
戦
争
の
勃
発
と
と
も
に
、
好
機
到
来
と
し
て
、
再
び
ハ
ワ
イ
の
兄

徳
彰
の
も
と
に
赴
い
て
、
倒
満
興
漢
の
会
党
と
し
て
の
「
興
中
会
」
を
設
立
し
た
。
た
だ
、
興
中
会
結
成
の
際
の
「
興
中
会
宣
一
心
」

を
み
て
も
、
国
内
、
国
外
の
中
国
人
と
連
絡
し
て
中
華
を
振
興
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
程
度
で
あ
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っ
て
、
全
面
的
な
倒
満
興
漢
運
動
に
ま
で
に
は
発
展
を
み
て
い
な
か
っ
た
。
だ
が
、
当
時
で
は
マ
ウ
イ
島
の
一
大
畜
牧
家
と
な
り
、

千
数
百
エ
ー
カ
ー
の
牧
場
を
所
有
し
て
い
た
兄
の
徳
彰
と
、
同
志
の
鄧
松
盛
（
字
、
三
伯
、
号
、
蔭
南
）
と
が
私
財
を
な
げ
う
っ
て
参

加
し
た
が
、
そ
の
他
の
交
友
数
十
人
の
賛
同
を
漸
く
え
た
の
み
で
あ
っ
た
。
翌
一
八
九
五
年
帰
国
後
、
日
清
戦
争
の
敗
退
の
機
を
利

用
し
て
、
鄧
蔭
南
等
と
ハ
ワ
イ
資
金
に
よ
っ
て
、
第
一
次
の
地
方
的
造
反
の
「
広
州
の
役
」
を
起
さ
ん
と
し
て
事
前
に
失
敗
し
た
。

一
八
九
六
年
孫
文
は
広
州
の
役
失
敗
後
、
第
三
回
目
の
ハ
ワ
イ
渡
航
を
試
み
て
、
興
中
会
の
推
広
を
計
画
し
た
が
、
十
分
の
成
功
を

収
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
一
九
○
○
年
義
和
団
事
件
後
、
第
二
次
の
「
恵
州
の
役
」
に
も
失
敗
し
た
。
孫
文
を
し
て
「
華
僑
為
革
命
之
母
」
と
い
わ
し
め
た

ほ
ど
の
海
外
の
中
国
人
の
協
力
を
確
保
す
る
こ
と
を
え
せ
し
め
た
の
は
、
彼
が
海
外
の
洪
門
系
秘
密
結
社
の
「
公
党
」
に
属
す
る

　
「
致
公
堂
」
に
加
盟
し
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
一
九
〇
三
年
日
本
を
経
由
し
て
ハ
ワ
イ
を
訪
れ
、
遠
縁
の
程
蔚
南
等
の
援
助
を
え
て
、
「
隆
記
報
」
を
党
報
と
し
て
、
康
有
為
・

梁
啓
超
等
の
組
織
す
る
保
皇
党
機
関
紙
の
「
新
中
国
報
」
と
中
国
革
命
を
め
ぐ
る
論
戦
を
開
始
し
た
。
同
時
に
、
同
志
勢
力
拡
大
の

意
図
の
も
と
に
、
同
年
冬
洪
門
系
の
「
檀
香
山
致
公
堂
」
に
加
入
し
た
。
拝
盟
す
る
も
の
六
十
余
人
で
、
洪
門
団
体
の
国
安
会
館

　
（
一
八
六
九
年
創
立
、
旧
名
、
同
興
公
所
、
同
興
公
司
、
一
八
九
九
年
現
在
名
に
改
称
、
戦
後
に
は
、
洪
門
致
公
党
駐
檀
支
部
と
改
称
）
で
加
盟
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叫

礼
節
が
挙
行
さ
れ
、
孫
文
は
鐘
国
柱
を
保
証
入
と
し
て
「
洪
棍
」
（
別
称
、
元
師
）
の
地
位
が
与
え
ら
れ
た
。
同
年
ホ
ノ
ル
ル
で
倒

満
の
た
め
の
「
中
華
革
命
軍
」
創
設
の
際
の
加
盟
の
誓
詞
に
は
「
連
盟
人
某
省
某
某
県
人
某
某
は
韃
虜
を
駆
除
し
、
中
著
を
恢
復

し
、
民
国
を
建
立
し
、
地
権
を
平
均
せ
ん
。
も
し
弐
心
あ
ら
ば
、
神
明
も
鑒
察
せ
よ
。
」
と
洪
門
系
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
反
清
復
明

　
（
駆
除
韃
虜
）
と
土
地
改
革
（
地
権
平
均
）
の
方
針
が
明
確
に
さ
れ
て
い
心
。
そ
れ
と
と
も
に
、
興
中
会
の
新
会
員
と
し
て
加
盟
を
要
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求
す
る
も
の
が
絡
繹
あ
と
を
絶
た
な
い
有
様
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
公
党
の
致
公
堂
へ
の
参
加
が
大
き
な
効
果
を
あ
げ
、
康
梁
の

　
「
擁
護
満
清
」
の
保
皇
党
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
た
。
つ
い
で
、
翌
一
九
○
四
年
春
孫
文
は
ア
メ
リ
カ
華
僑
へ
の
工
作
の
た
め
、
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
到
着
し
た
と
き
、
移
民
局
に
入
国
を
阻
止
さ
れ
た
が
、
致
公
堂
の
組
織
網
に
よ
り
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
致
公
堂

大
倍
の
黄
三
徳
が
斡
旋
に
の
り
だ
し
て
入
国
が
許
可
さ
れ
加
。
そ
の
後
、
在
米
の
各
致
公
堂
か
ら
同
志
的
待
遇
を
う
け
る
こ
と
と
な

っ
た
。
ア
メ
リ
カ
華
僑
の
七
－
八
割
が
洪
門
系
致
公
堂
員
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
始
め
て
孫
文
の
国
民
革
命
運
動
は
伝
統
主
義
的
社

会
基
盤
の
上
に
円
滑
に
軌
道
に
の
っ
て
い
っ
た
。

　
致
公
堂
の
政
治
的
協
力
日
‥
呉
尚
鷹
は
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
最
初
の
堂
会
と
し
て
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
二
八
五
二
年
広
徳
堂
、

一
八
五
四
年
に
は
協
意
堂
と
の
両
家
が
あ
り
、
何
れ
も
賭
娯
専
営
の
機
関
で
、
械
斗
に
際
し
て
は
武
器
と
し
て
斧
頭
を
用
い
る
た
め

斧
頭
仔
堂
と
俗
称
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。
他
方
、
マ
ッ
ク
レ
オ
ド
は
カ
州
で
六
公
司
以
外
の
最
初
の
堂
会
は
致
公
堂
=

C
h
e
e

K
u
n
g

T
o
n
g
（
英
文
名
＝
C
h
i
n
e
s
e

F
r
e
e
M
a
s
o
n
s
）
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
ら
Ｉ
、
そ
の
創
立
年
度
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

な
い
。
ア
メ
リ
カ
安
良
堂
の
首
領
司
徒
美
堂
が
一
八
八
〇
年
一
四
才
の
と
き
、
一
介
の
苦
力
労
働
者
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
入
国
し
て

後
、
一
八
八
三
年
一
七
才
の
と
き
に
反
清
の
洪
門
の
組
織
す
る
致
公
堂
に
加
入
し
心
と
い
わ
れ
る
か
ら
、
そ
の
当
時
以
前
の
か
な
り

早
〈
か
ら
致
公
堂
の
成
立
を
み
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　
致
公
堂
が
そ
の
設
立
の
当
初
か
ら
本
世
紀
に
入
っ
て
他
最
近
に
い
た
る
ま
で
の
そ
れ
の
ご
と
〈
、
純
然
た
る
政
治
的
団
体
で
あ
っ

た
か
に
つ
い
て
は
疑
わ
し
い
。
も
ち
ろ
ん
、
マ
ッ
ク
レ
オ
ド
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
致
公
堂
は
弱
姓
の
相
互
扶
助
団
体
で
あ
り
、
他
の

堂
会
と
は
相
違
し
て
政
治
的
色
彩
の
濃
い
三
合
会
の
反
清
の
秘
密
結
社
組
織
を
採
用
し
、
中
国
系
の
フ
リ
ー
メ
ソ
ン
と
自
称
さ
え
し

た
と
し
て
い
る
悩
、
他
の
秉
公
堂
‥
‥
山
ド
}
r
品
H
o
品
の
ご
と
き
も
同
様
フ
リ
ー
メ
ソ
ン
と
自
称
す
る
ご
と
く
、
必
ず
し
も
他
の
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堂
会
と
全
然
別
個
の
存
在
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
む
し
ろ
、
初
期
に
は
他
の
堂
会
と
同
様
財
政
的
企
図
か

ら
反
社
会
的
事
業
も
経
営
し
、
勢
力
範
囲
の
角
逐
の
た
め
に
は
宗
派
的
斗
争
と
し
て
の
堂
斗
を
も
、
繰
り
返
え
し
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
が
他
の
堂
会
と
は
相
違
し
て
、
マ
ッ
ク
レ
オ
ド
の
い
う
ご
と
く
、
政
治
的
色
彩
を
濃
〈
し
て
純
然
た
る

政
治
的
団
体
と
し
て
変
質
化
し
て
き
た
の
は
、
前
述
の
一
九
○
四
年
孫
文
の
渡
米
を
み
て
か
ら
で
あ
っ
た
と
も
解
さ
れ
る
。

　
致
公
堂
の
政
治
団
体
へ
の
改
組
＝
致
公
堂
は
他
の
一
般
の
堂
会
と
同
様
、
洪
門
系
の
反
清
復
明
の
政
治
的
意
識
を
内
包
す
る
が
、

民
間
の
豪
侠
義
気
の
光
棍
（
無
頼
漢
）
に
よ
り
支
配
さ
れ
る
秘
密
結
社
組
織
の
公
党
の
範
疇
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
清
朝
は
大

清
律
例
、
巻
二
十
三
の
律
例
「
厳
禁
異
姓
結
拝
弟
兄
」
で
、
堂
会
の
ご
と
き
民
間
豪
侠
の
徒
が
、
任
意
に
結
成
す
る
兄
弟
的
仲
間
組

織
の
設
立
を
禁
止
し
て
い
た
か
ら
、
当
然
非
合
法
的
な
秘
密
結
社
と
し
て
の
「
会
党
」
に
属
し
て
い
た
。
反
清
の
洪
門
系
秘
密
結
社

で
あ
っ
た
か
ら
、
祭
神
も
反
清
の
五
祖
（
少
林
寺
派
、
誕
辰
祝
日
、
十
月
八
日
）
と
万
雲
竜
元
師
（
誕
辰
祝
日
、
旧
歴
九
月
九
日
）
で
あ
っ

て
、
三
国
志
の
英
雄
の
関
帝
は
中
央
神
と
し
て
祭
祀
さ
れ
て
い
な
い
。

　
だ
が
、
一
九
○
三
年
孫
文
が
ハ
ワ
イ
致
公
堂
に
加
盟
し
、
一
九
○
四
年
ア
メ
リ
カ
ヘ
上
陸
す
る
と
と
も
に
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
カ
ナ

ダ
に
ま
で
お
よ
ぶ
各
主
要
都
市
の
致
公
堂
勢
力
は
、
西
部
の
大
悒
黄
三
徳
、
東
部
の
大
哥
の
司
徒
美
堂
等
の
領
導
下
に
、
孫
文
が
一

八
完
二
年
に
創
始
し
た
「
興
中
会
」
に
よ
る
国
民
革
命
運
動
に
全
面
的
協
力
の
態
度
を
明
確
に
し
た
。

　
当
時
、
ア
メ
リ
カ
華
僑
七
万
人
余
の
七
―
八
割
は
致
公
堂
に
加
入
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
か
ら
、
孫
文
は
致
公
堂
に
対
し
て
大
き

な
期
待
を
か
け
た
。
致
公
堂
の
総
堂
は
三
藩
市
に
あ
っ
て
、
各
都
市
に
分
堂
が
お
か
れ
て
い
た
。
だ
が
、
な
お
総
堂
と
分
堂
の
連
絡

は
十
分
で
な
〈
、
康
有
為
・
梁
啓
超
等
の
保
皇
会
一
派
の
攪
乱
工
作
も
甚
だ
し
か
っ
た
か
ら
、
孫
文
は
「
洪
門
総
註
冊
」
と
「
致
公

堂
新
章
程
」
の
重
訂
を
提
議
し
た
。
つ
い
で
、
黄
三
徳
と
と
も
に
各
都
市
の
致
公
堂
を
歴
訪
し
て
、
致
公
堂
の
革
命
団
体
と
し
て
の
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改
組
を
は
か
っ
た
。

　
当
時
孫
文
の
起
稿
し
た
致
公
堂
新
章
重
訂
要
義
の
う
ち
に
は
、
第
一
に
「
衆
志
成
城
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
よ
る
洪
門
系
人
的
集
団

と
し
て
の
致
公
堂
の
組
織
強
化
、
第
二
に
帝
国
主
義
と
満
人
支
配
か
ら
脱
却
し
て
祖
国
の
光
復
を
は
か
る
べ
き
こ
と
、
第
三
に
同
胞

を
残
害
し
、
異
族
に
媚
び
る
漢
奸
の
粛
清
を
先
に
し
て
後
、
異
族
支
配
を
排
除
す
る
こ
と
を
、
致
公
堂
の
三
大
義
務
と
し
て
あ
げ
て

｀
卿
゜

い
る

　
つ
い
で
、
重
訂
新
章
程
の
第
一
章
、
綱
領
に
お
い
て
は
次
の
通
り
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
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右
の
致
公
堂
の
新
章
程
（
全
八
十
条
）
の
う
ち
に
は
、
洪
門
総
註
冊
（
登
記
）
と
総
堂
と
各
都
市
支
堂
と
の
連
携
組
織
が
明
確
化
さ

れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
総
理
の
独
裁
に
近
い
権
力
と
、
自
治
的
内
部
法
廷
を
お
い
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
第
二
条
の
宗
旨
は
前
述
の
ハ
ワ
イ
の
中
華
革
命
軍
の
誓
詞
と
、
一
九
〇
五
年
東
京
で
結
成
の
中
国
革
命
同
盟
会
（
簡
称
、

中
国
同
盟
会
）
の
宗
旨
と
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
倒
満
興
漢
の
民
族
革
命
と
、
そ
の
内
容
は
不
徹
底
で
あ
る
が
、
古
代
の
井
田
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制
度
や
、
太
平
天
国
の
天
朝
田
畝
制
度
を
踏
襲
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
「
地
権
平
均
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
よ
る
土
地
改
革
が
と
り
あ

げ
ら
れ
て
い
る
。

　
右
の
ご
と
き
経
過
に
よ
り
、
洪
門
系
の
「
旧
会
党
」
と
し
て
の
致
公
堂
は
明
確
な
民
族
革
命
団
体
と
し
て
脱
皮
し
て
い
っ
た
。
他

方
、
そ
れ
と
と
も
に
一
八
九
二
年
広
州
で
、
つ
い
で
一
八
九
四
年
ハ
ワ
イ
で
成
立
を
み
た
い
わ
ゆ
る
「
新
会
党
」
と
し
て
の
「
興
中

会
」
の
分
会
が
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
も
設
置
さ
れ
た
。
ス
タ
ッ
ク
ト
ン
で
「
興
中
会
救
国
籌
餉
大
会
」
を
開
き
、
盛
会
で
あ
っ
た

が
、
清
国
政
府
の
郷
土
家
族
へ
の
報
復
を
お
そ
れ
て
、
正
式
に
宣
誓
し
て
入
会
す
る
も
の
は
な
お
少
数
で
、
軍
需
債
券
も
漸
く
匿
名

で
応
募
す
る
程
度
で
あ
っ
た
。
洪
門
系
秘
密
結
社
の
「
旧
会
党
」
の
組
織
力
の
方
が
当
時
で
は
よ
り
効
果
的
で
あ
っ
た
。

　
孫
文
は
同
年
大
悒
黄
三
徳
と
と
も
に
、
各
都
市
の
致
公
堂
分
堂
を
歴
訪
し
、
ボ
ス
ト
ン
で
は
司
徒
美
堂
か
ら
洪
門
の
兄
弟
と
し
て

待
遇
さ
れ
て
い
る
・
そ
の
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
へ
て
、
翌
一
九
〇
五
年
七
月
日
露
戦
争
直
後
の
日
本
に
向
か
っ
た
。
当
時
日
本
に
亡
命

し
て
い
た
中
国
の
民
族
革
命
派
の
い
わ
ゆ
る
「
新
会
党
」
に
は
三
派
が
あ
っ
た
。
孫
文
一
派
の
「
興
中
会
」
と
長
江
流
域
の
湖
南
省

に
根
拠
を
お
く
黄
興
・
馬
福
益
・
宗
教
仁
一
派
の
「
華
興
会
」
（
洪
門
系
旧
会
党
哥
老
会
＝
紅
幇
を
基
盤
と
す
る
新
会
党
）
、
さ
ら
に
浙
江

派
の
章
炳
鱗
、
蔡
元
培
を
理
論
的
指
導
者
と
す
る
「
光
復
会
」
（
も
と
貴
州
省
で
成
立
し
、
上
海
に
根
拠
を
お
く
新
会
党
）
で
あ
り
、
東
京

で
三
派
は
連
合
し
て
「
中
国
革
命
同
盟
会
」
（
簡
称
、
中
国
同
盟
会
）
の
成
立
を
み
、
孫
文
の
民
族
革
命
運
動
は
一
段
階
を
画
し
た
。

　
同
年
、
時
を
同
じ
く
し
て
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
一
九
〇
二
年
の
排
華
法
に
対
す
る
反
対
と
、
ア
メ
リ
カ
の
合
興
公
司
＝
T
r

A
m
e
r
i
c
a
n
C
r
呂
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
C
o
m
p
a
n
y
か
ら
の
借
款
（
四
、
〇
〇
〇
万
ド
ル
）
に
よ
る
粤
漢
鉄
路
建
設
に
対
す
る
反
対
運

動
が
留
日
学
生
揚
度
と
、
ア
メ
リ
カ
留
学
生
達
の
指
導
の
も
と
に
展
開
さ
れ
た
。
一
九
〇
四
年
彼
ら
に
よ
っ
て
湘
鄂
粤
三
省
鉄
路
連

合
会
が
組
織
さ
れ
、
粤
漢
鉄
路
の
回
収
自
弁
運
動
と
な
っ
た
。
つ
い
で
、
翌
一
九
〇
五
年
の
六
月
か
ら
八
月
末
に
わ
た
っ
て
、
広
東
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省
か
ら
香
港
、
ア
メ
リ
カ
華
僑
社
会
に
お
け
る
会
党
分
子
と
し
て
の
商
人
・
工
人
層
の
集
団
勢
力
結
集
に
よ
り
、
中
国
で
始
め
て
の

大
規
模
な
対
外
的
民
族
主
義
運
動
で
あ
り
、
同
時
に
き
わ
め
て
効
果
的
で
あ
っ
た
対
米
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。
そ
の
結

果
、
排
華
法
の
撤
廃
に
は
成
功
し
な
か
っ
た
が
、
粤
路
建
設
権
の
回
収
自
弁
に
成
功
し
た
。
そ
の
場
合
に
、
官
府
側
と
結
托
す
る
商

人
層
と
は
別
に
、
先
の
孫
文
ら
に
よ
り
海
外
華
僑
社
会
で
育
成
組
織
化
さ
れ
て
き
た
「
会
党
」
分
子
に
連
ら
な
る
反
官
派
商
人
層
の

結
束
が
、
漸
く
大
き
な
影
響
力
を
も
ち
だ
し
て
き
た
こ
と
が
明
ら
か
さ
れ
る
。

　
そ
の
後
、
孫
文
は
一
九
〇
七
年
「
潮
州
黄
崗
の
起
義
」
に
第
三
次
の
失
敗
、
そ
の
直
後
「
志
州
七
星
湖
の
起
義
」
に
第
四
次
の
失

敗
、
同
年
七
月
「
欽
廉
の
役
」
に
第
五
次
の
失
敗
、
同
年
一
〇
月
「
鎮
南
関
の
戦
い
」
に
第
六
次
の
失
敗
、
そ
の
直
後
安
南
「
河

内
、
欽
廉
の
転
戦
」
に
第
七
次
の
失
敗
、
一
九
〇
八
年
「
河
口
の
占
領
」
に
第
八
次
の
失
敗
、
一
九
一
〇
年
「
広
州
新
軍
の
役
」
に

第
九
次
の
革
命
に
失
敗
し
‰
。
同
年
、
孫
文
は
日
本
へ
の
入
国
を
阻
止
さ
れ
て
か
ら
、
東
南
ア
ジ
ア
の
英
領
・
蘭
領
の
各
植
民
地
で

革
命
資
金
の
募
金
に
努
め
た
が
、
皆
拒
絶
さ
れ
た
。
こ
こ
で
再
び
同
郷
の
中
山
県
人
の
ほ
か
広
東
省
人
の
集
居
す
る
カ
ナ
ダ
・
ア
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叫

リ
カ
に
赴
い
て
、
募
款
の
成
功
を
み
、
は
る
か
に
本
国
の
革
命
運
動
を
指
揮
進
行
せ
し
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
血
縁
・
地
縁
・
熟
識

の
人
的
結
合
関
係
が
大
き
く
作
用
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

　
カ
ナ
ダ
で
は
同
国
の
華
僑
も
広
東
省
人
を
主
体
と
し
、
各
都
市
の
致
公
堂
は
積
極
的
に
孫
文
の
募
款
に
協
力
し
、
七
万
香
港
ド
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
励

の
募
金
に
成
功
せ
し
め
、
香
港
革
命
統
籌
部
の
黄
興
や
胡
漢
民
等
に
送
金
さ
れ
、
軍
需
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、

孫
文
は
中
国
同
盟
会
分
会
会
員
の
一
律
致
公
堂
へ
加
入
せ
し
め
る
こ
と
に
成
功
す
る
一
方
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
致
公
総
党
に
提

議
し
て
、
「
洪
門
籌
餉
局
」
を
組
織
せ
し
め
て
、
軍
資
の
募
款
に
あ
た
ら
し
め
る
こ
と
と
し
た
。
洪
門
籌
餉
局
は
対
外
的
に
は
国
民
救

済
局
と
呼
称
し
、
弁
事
態
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ス
ポ
ッ
フ
オ
ー
ド
街
の
致
公
総
党
の
三
楼
に
お
か
れ
、
黄
三
徳
を
監
督
と
し
、
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一
九
一
〇
年
六
月
三
十
六
日
に
正
式
に
成
立
し
た
・
即
時
、
香
港
の
黄
興
に
一
万
香
港
ド
ル
が
送
金
さ
れ
た
。
翌
一
九
一
一
年
三
月

二
九
日
黄
花
崗
七
十
二
烈
士
の
殉
難
後
の
国
内
同
志
か
ら
の
要
請
に
対
し
て
は
、
一
五
万
米
ド
ル
が
革
命
経
費
と
し
て
送
金
さ
れ

た
。
新
会
党
の
「
同
盟
会
」
と
旧
会
党
の
「
致
公
堂
」
の
協
力
の
上
に
、
本
国
に
お
け
る
革
命
運
動
の
援
助
工
作
が
円
滑
に
推
進
さ

れ
て
い
っ
た
。

　
ハ
ワ
イ
か
ら
ア
メ
リ
カ
大
陸
、
キ
ュ
ー
バ
に
い
た
る
致
公
堂
の
組
織
力
が
、
中
華
革
命
の
大
業
達
成
の
た
め
遺
憾
な
く
利
用
さ
れ

て
い
た
。
そ
の
場
合
の
「
募
損
章
程
」
に
お
け
る
中
華
革
命
の
宗
旨
は
「
韃
虜
の
清
朝
を
廃
滅
せ
し
め
、
中
華
民
国
を
創
立
し
、
民

生
主
義
を
実
行
し
、
わ
が
同
胞
を
し
て
共
に
自
由
・
平
等
・
博
愛
の
幸
福
を
享
け
し
め
る
。
」
（
同
章
程
、
第
一
条
）
こ
と
で
あ
る
と
さ

　
　
　
匈

れ
て
い
る
。
民
生
主
義
の
不
徹
底
な
内
容
に
つ
い
て
は
な
お
若
干
の
問
題
が
あ
る
に
し
て
も
、
総
体
的
に
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
を
意
図

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　
何
れ
に
も
せ
よ
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
本
拠
を
お
い
て
い
た
致
公
堂
が
ハ
ワ
イ
か
ら
ア
メ
リ
カ
各
都
市
、
カ
ナ
ダ
の
各
都
市
に

わ
た
っ
て
の
全
組
織
を
通
じ
て
、
孫
文
の
致
公
堂
加
入
に
よ
り
彼
の
組
織
し
た
新
会
党
の
「
興
中
会
」
、
つ
い
で
「
同
盟
会
」
を
支

持
し
、
辛
亥
革
命
の
成
立
へ
と
そ
の
協
力
体
制
が
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
「
興
中
会
」
は
旧
会
党
の
致
公
堂
と
、
「
華
興
会
」
は
哥
老

会
を
基
盤
と
し
、
「
光
復
会
」
は
新
会
党
で
あ
る
が
、
哥
老
会
の
支
派
と
も
い
わ
ね
、
辛
亥
革
命
は
新
車
を
別
と
す
れ
ば
、
こ
の
点

洪
門
革
命
と
名
づ
け
ら
れ
て
も
差
支
え
な
か
っ
た
。
洪
門
系
諸
会
党
の
企
図
す
る
反
清
復
明
は
到
達
さ
れ
、
清
社
は
倒
れ
去
っ
て
、

民
族
革
命
の
成
立
を
み
た
が
、
民
間
の
会
党
勢
力
は
近
代
的
行
政
官
僚
と
い
う
よ
り
は
、
恣
意
的
な
特
権
的
、
派
閥
的
官
僚
層
の
反

対
攻
勢
に
当
面
し
て
、
反
清
以
外
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
的
意
図
は
ほ
と
ん
ど
何
等
達
成
さ
れ
え
な
か
っ
た
。

辛
亥
革
命
後
の
致
公
堂
１
明
末
清
初
か
ら
反
清
復
明
を
呼
号
し
た
洪
門
系
諸
会
党
の
革
命
目
標
は
、
辛
亥
革
命
の
成
立
に
よ
り
一
応

－101－



達
成
さ
れ
、
そ
の
存
在
理
由
は
消
滅
し
た
と
も
い
え
る
が
、
な
お
今
日
に
い
た
る
ま
で
、
ア
メ
リ
カ
各
地
の
致
公
堂
は
五
祖
や
万
雲

竜
元
師
の
祭
祀
を
行
い
、
そ
の
存
続
を
み
て
い
る
。
民
国
成
立
後
の
新
し
い
動
き
は
、
ア
メ
リ
カ
以
外
カ
ナ
ダ
・
キ
ュ
ー
バ
・
メ
キ

シ
コ
・
ジ
ャ
マ
イ
カ
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ビ
ル
マ
・
香
港
等
世
界
の
各
地
に
分
布
す
る
致
公

堂
の
領
袖
達
の
間
に
、
本
国
内
に
も
致
公
堂
組
織
が
組
織
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
成
然
し
て
、
各
致
公
堂
の
募
款
に
よ
り
、

一
九
二
五
年
三
月
、
上
海
市
海
格
路
（
現
名
、
華
山
路
）
に
「
五
祖
祠
」
（
五
祖
は
蔡
徳
忠
・
方
大
洪
・
馬
超
慶
・
胡
徳
帝
・
李
式
開
の
五

名
、
五
祖
の
ほ
か
に
万
雲
竜
元
師
と
陳
近
南
軍
師
も
併
記
さ
れ
て
い
る
。
）
が
設
け
ら
れ
、
同
年
九
月
十
二
日
五
祖
生
誕
日
に
正
式
に
開
幕

さ
れ
た
。
太
平
洋
戦
争
ま
で
の
致
公
堂
の
活
動
に
は
み
る
べ
き
も
の
も
な
く
、
虚
名
を
有
す
る
に
近
い
も
の
が
あ
り
、
上
海
の
致
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

堂
五
祖
祠
も
戦
時
中
は
紅
十
字
会
医
院
に
貸
出
さ
れ
て
い
た
。

　
戦
時
中
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
致
公
堂
、
こ
と
に
東
部
の
司
徒
美
堂
の
指
導
す
る
致
公
堂
の
「
紐
育
公
報
」
は
反
国
民
党
の
態
度
を
明

ら
か
に
し
て
い
た
。
太
平
洋
戦
争
終
結
と
と
も
に
、
一
九
四
五
年
ニ
ュ
ｌ
ヨ
ー
ク
で
全
米
州
洪
門
代
表
大
会
が
開
催
さ
れ
、
「
致
公

堂
」
は
「
中
国
洪
門
致
公
党
」
と
改
名
さ
れ
た
。
翌
一
九
四
六
年
上
海
で
米
洲
洪
門
代
表
大
会
が
召
集
さ
れ
、
再
度
「
中
国
洪
門
民

泊
党
」
と
改
名
し
て
、
米
洲
総
部
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
お
か
れ
る
こ
と
に
議
決
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
九
五
〇
年
一
月
カ
ナ
ダ
の
バ

ン
ク
ー
バ
ー
で
全
米
洲
第
三
回
代
表
大
会
が
召
集
さ
れ
、
総
部
が
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
設
置
さ
れ
て
今
日
に
お
よ
ん
で
い
る
。

　
致
公
堂
の
ス
プ
リ
ッ
ト
Ｈ
日
中
戦
争
中
の
国
共
合
作
か
ら
、
戦
後
国
共
の
対
立
を
み
る
と
と
も
に
、
致
公
堂
の
向
背
に
も
微
妙
な

る
も
の
が
生
じ
始
め
た
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ｌ
ク
致
公
堂
の
領
袖
の
司
徒
美
堂
（
安
良
堂
創
始
者
、
広
東
省
開
平
県
人
）
は
旧
会
党
と
し
て
の
洪
門
致
公
堂
の
政
党
へ

の
改
組
を
り
ー
ド
し
て
い
っ
た
。
彼
の
目
標
と
し
た
と
こ
ろ
は
、
本
国
に
お
け
る
国
民
党
の
一
党
独
裁
に
反
対
し
、
毛
沢
東
が
終
戦
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直
前
に
発
表
し
た
「
論
連
合
政
府
」
（
一
九
四
五
・
四
・
二
四
）
に
し
た
が
っ
て
、
正
式
政
府
に
参
加
し
う
る
各
民
主
党
派
の
一
組
織

と
し
て
、
全
国
人
民
代
表
大
会
へ
参
加
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
前
述
の
ご
と
く
、
一
九
四
五
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
か
れ
た
全
米
洲
洪
門
代
表
大
会
で
致
公
堂
は
洪
門
致
公
党
と
改
称
さ
れ
た
。

翌
一
九
四
六
年
上
海
で
「
中
国
洪
門
民
治
党
」
と
改
名
し
、
上
海
に
そ
の
中
央
党
部
が
お
か
れ
た
。
世
界
各
地
の
致
公
堂
の
政
党
化

と
組
織
化
に
尖
鋭
的
に
動
い
た
の
は
司
徒
美
堂
で
あ
っ
た
。
中
国
致
公
党
の
党
章
を
み
る
と
、
そ
の
第
一
条
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
「
お
よ
そ
年
十
六
才
以
上
の
男
女
で
あ
っ
て
、
本
党
主
義
（
民
主
主
義
）
を
信
仰
し
、
本
党
の
政
綱
を
受
け
い
れ
、
本
党
の
紀
律
を

遵
守
し
、
本
党
の
党
章
に
服
従
し
、
本
党
の
義
務
を
尽
く
す
を
願
い
、
本
党
の
決
議
を
履
行
し
、
且
つ
確
か
に
跨
党
□
□
な
く
、
党

員
二
人
の
紹
介
と
保
証
が
あ
っ
て
、
本
党
の
許
可
を
え
、
次
の
入
党
手
続
を
し
た
も
の
は
、
均
し
く
本
党
の
党
員
と
な
る
こ
と
が
で

き
る
。
」
（
□
印
の
不
明
箇
所
）

　
入
党
手
続
は
志
願
書
・
党
費
・
入
党
儀
式
・
主
監
入
署
名
・
党
員
証
書
に
関
す
る
そ
れ
で
あ
る
。
右
に
は
当
時
の
毛
沢
東
の
新
民

主
主
義
論
（
一
九
四
〇
・
四
・
二
〇
、
新
綱
領
と
し
て
採
用
）
に
即
応
し
て
、
民
主
主
義
の
立
場
が
堅
持
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
党
章

の
第
二
条
に
は
党
員
の
責
任
に
つ
い
て
次
の
通
り
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

印
　
本
党
の
政
綱
の
推
行
に
努
力
す
る
こ
と

㈲
　
党
内
の
政
治
生
活
と
国
内
の
革
命
運
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と

㈲
　
本
党
の
政
策
と
決
議
を
確
実
に
実
行
す
る
こ
と

㈲
　
一
切
の
本
党
を
損
害
し
、
国
家
お
よ
び
民
族
の
利
益
を
損
害
す
る
も
の
に
対
し
て
は
、
斗
争
を
進
行
す
る
こ
と

㈲
　
群
衆
に
向
か
っ
て
は
党
綱
と
政
策
を
解
釈
し
、
も
っ
て
党
お
よ
び
人
民
大
会
と
の
連
繋
を
強
固
に
す
る
こ
と

　
三
藩
市
唐
人
街
の
社
会
構
造
㈲
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㈲
　
本
党
主
義
を
信
仰
し
、
忠
実
に
本
党
の
規
律
を
遵
守
す
る
人
士
を
徴
求
し
、
本
党
党
員
た
ら
し
め
る
た
め
力
を
尽
く
す
こ
と

　
右
の
う
ち
に
は
、
過
渡
期
の
新
民
主
主
義
革
命
と
連
合
政
府
の
段
階
に
お
い
て
、
海
外
の
工
商
関
係
労
働
者
集
団
と
し
て
の
致
公

堂
の
果
た
す
べ
き
立
場
と
任
務
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
内
部
組
織
は
民
主
集
中
制
（
第
一
〇
条
）
、
最
高
権
力
機
関
は
全
国
代
表

大
会
（
第
二
六
条
）
、
大
会
で
中
央
執
行
委
員
が
選
出
さ
れ
（
第
二
九
条
）
、
中
央
執
行
委
員
会
が
組
織
さ
れ
る
（
第
三
〇
条
）
等
、
改
組

さ
れ
た
致
公
党
は
中
共
よ
り
の
左
傾
政
党
と
し
て
の
骨
格
を
保
持
し
て
い
た
。

　
右
の
改
組
を
り
ー
ド
し
た
ア
メ
リ
カ
華
僑
の
司
徒
美
堂
は
在
米
生
活
七
〇
年
（
一
八
八
０
ｌ
一
九
五
〇
）
を
通
じ
て
、
そ
の
筆
録
の

　
「
我
痛
恨
美
帝
－
僑
美
七
十
年
生
活
回
憶
録
Ｉ
」
（
一
九
五
一
年
、
光
明
日
報
発
行
）
に
も
明
ら
か
に
さ
れ
る
通
り
、
一
四
才
の
と
き
一

介
の
苦
力
労
働
者
と
し
て
背
中
に
０
・
Ｋ
と
マ
ー
ク
さ
れ
て
入
国
し
て
か
ら
、
安
良
堂
を
創
設
（
一
九
〇
五
年
設
立
）
、
各
都
市
に
安

良
大
廈
二
十
座
を
建
設
、
堂
会
資
本
の
形
成
に
成
功
を
収
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
徹
底
し
た
反
国
民
党
と
反
米
主
義
の
信
念
を
固

め
て
い
っ
た
。

　
一
九
四
九
年
九
月
、
本
国
で
開
か
れ
た
「
中
国
人
民
政
治
協
商
会
議
」
に
七
十
年
間
の
在
米
生
活
を
結
束
し
て
米
洲
華
僑
代
表
と

し
て
出
席
し
、
中
央
人
民
政
府
委
員
会
委
員
と
し
て
選
挙
さ
れ
、
そ
の
後
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
委
員
、
華
僑
事
務
委
員

会
委
員
、
中
国
銀
行
監
察
人
等
に
任
ぜ
ら
れ
て
、
一
九
五
五
年
北
京
で
八
十
九
年
の
生
涯
を
終
っ
た
。

　
彼
の
改
組
し
た
中
国
致
公
党
（
主
席
・
陳
其
尤
日
広
東
省
海
豊
県
人
）
は
国
民
党
革
命
委
員
会
（
主
席
、
宋
慶
齢
）
等
と
と
も
に
北
京

の
各
民
主
党
派
の
う
ち
に
参
加
し
て
い
る
。

　
な
お
、
司
徒
美
堂
は
一
九
四
六
年
致
公
党
の
組
織
を
マ
ラ
ヤ
に
ま
で
拡
大
し
よ
う
と
し
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
側
が
二
九
世
紀
末

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

か
ら
洪
門
系
会
党
を
非
合
法
団
体
と
し
て
そ
の
設
立
を
禁
止
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
実
現
を
み
る
に
い
た
ら
な
か
っ
た
。
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何
れ
に
も
せ
よ
、
戦
後
致
公
堂
の
改
組
を
み
て
か
ら
、
右
翼
の
国
府
系
と
左
翼
の
中
共
系
の
両
派
に
内
部
分
裂
を
ひ
き
お
こ
し

た
。
サ
ン
ブ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
致
公
総
堂
は
今
日
で
は
右
翼
の
立
場
を
と
り
、
五
祖
や
万
雲
竜
元
師
の
生
誕
祝
日
に
は
大
陸
の
恢
復
と

打
倒
中
共
の
た
め
、
既
往
の
革
命
精
神
の
振
起
す
る
こ
と
を
洪
門
昆
仲
に
力
説
す
る
こ
と
を
常
と
し
て
い
る
。

　
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
を
離
れ
て
、
歴
年
中
国
本
土
へ
の
小
麦
の
大
量
輸
出
と
北
京
へ
の
同
情
的
見
解
を
も
つ
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
広
幇

系
の
「
洪
門
民
治
党
」
は
反
国
府
の
立
場
を
と
り
、
北
京
と
の
国
交
関
係
を
も
つ
ビ
ル
マ
の
ラ
ン
グ
ー
ン
の
広
幇
系
「
洪
順
総
堂
」

は
北
京
の
中
国
致
公
党
と
緊
密
な
連
携
を
も
ち
、
マ
ニ
ラ
の
福
建
幇
の
「
中
国
洪
門
連
合
総
会
」
は
国
府
系
で
あ
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
客
家
系
の
「
洪
義
順
公
会
」
（
戦
時
中
名
、
親
仁
会
）
は
国
共
二
派
に
分
裂
し
て
、
大
哥
の
章
勲
義
は
戦
後
国
府
に
逃
避
す
る
等
、

居
住
国
政
府
の
政
治
動
向
に
よ
り
地
域
差
が
み
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
地
域
差
の
ほ
か
に
、
時
期
差
と
も
い
う
べ
き
側
面
も
み
ら
れ
る
。
中
共
の
過
渡
期
の
新
民
主
主
義
革
命
と
連
合
独
裁
の

時
期
に
は
中
共
支
持
の
態
度
が
つ
よ
く
、
一
九
五
八
年
八
月
人
民
公
社
を
強
行
し
、
華
僑
の
郷
土
の
祖
廟
・
家
墓
を
一
掃
し
た
と
き

に
は
一
歩
後
退
し
、
人
民
公
社
政
策
が
一
歩
後
退
す
れ
ば
、
一
歩
前
進
す
る
ご
と
く
、
華
僑
の
政
治
的
動
向
に
は
時
期
差
も
検
出
さ

れ
う
る
。

　
だ
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
た
と
え
地
域
差
や
時
期
差
が
あ
っ
て
も
、
生
死
同
心
の
人
的
結
合
関
係
に
基
盤
を
お
く
洪
門
会

党
が
情
勢
が
盛
熟
す
れ
ば
、
積
極
的
に
そ
の
組
織
網
を
通
じ
て
そ
の
固
有
の
豪
侠
義
気
の
「
団
結
は
力
な
り
」
を
も
っ
て
宗
派
主
義

を
一
擲
し
て
立
ち
あ
が
る
こ
と
は
、
如
上
の
辛
亥
革
命
の
場
合
に
も
例
証
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
。

　
以
上
、
堂
会
の
多
く
が
反
社
会
的
諸
事
業
を
経
営
す
る
反
面
、
致
公
堂
の
ご
と
く
政
治
的
に
す
ぐ
れ
た
役
割
を
果
た
す
場
合
も
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
つ
い
で
、
以
下
三
藩
市
唐
人
指
の
経
済
的
側
面
の
検
討
に
問
題
を
転
回
せ
し
め
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
。
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